
iPhone	6sのバッテリーの交換
このガイドを使って新しいバッテリーに交換し、あなたのiPhone...
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はじめに

このガイドを使って新しいバッテリーに交換し、あなたのiPhone	6sを蘇らせましょう。バッテ
リーが膨張している場合は、取り扱いにご注意ください。

ディスプレイケーブルへのダメージを防ぐため、このガイドではフロントパネルアセンブリを取
り外します。作業中、ディスプレイに十分に注意して作業できる場合は、ディスプレイ取り外し
の手順をスキップしてバッテリーの取り出し手順に直接進んでください。

バッテリーの最適化のために、この手順を完了後、新しく搭載したバッテリーのキャリブレー
ション	100%まで充電したら、そのままプラグに繋いだまま、さらに2時間充電状態にします。そ
れから自動的にシャットダウンするまで放電させて、中断なく一気に100％まで充電してくださ
い。

またこのガイドを使ってバッテリーコネクタのブラケットを交換することができます。

ツール:

Anti-Clamp	(1)
P2	ペンタローブドライバー	(1)
#000	プラスドライバー	(1)
ハンドル付き吸盤	(1)
スパッジャー	(1)
ピンセット	(1)
iOpener	(1)

部品:

iPhone	6s	Battery	(1)
iPhone	6	接着ストリップ	(1)
iPhone	6s	のバッテリーコネクターブラ
ケット	(1)
iPhone	6s	ディスプレイアセンブリ用接着
剤	(1)

https://www.ifixit.com/products/iphone-6s-replacement-battery
https://jp.ifixit.com/Wiki/What_to_do_with_a_swollen_battery
https://jp.ifixit.com/Wiki/Battery_Calibration
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+6s%E3%81%AE%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/56607#s120318
https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://www.ifixit.com/products/p2-pentalobe-screwdriver-iphone
https://www.ifixit.com/products/phillips-000-screwdriver
https://www.ifixit.com/products/suction-handle
https://www.ifixit.com/products/spudger
https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://www.ifixit.com/products/iopener
https://www.ifixit.com/products/iphone-6s-replacement-battery
https://www.ifixit.com/products/iphone-6-6s-7-battery-adhesive-strips
https://www.ifixit.com/products/iphone-6s-battery-connector-bracket
https://www.ifixit.com/products/iphone-6s-display-assembly-adhesive


手順	1	—	ペンタロープネジ

iPhoneを分解する前に、バッテ
リーを25％以下まで消費してく
ださい。充電されたリチウムイオ
ンバッテリーは、もしアクシデン
トで穴が空くと引火したり爆発す
る恐れがあります。

分解する前に、iPhoneの電源を
オフにします。

iPhoneの下端、Lightningコネク
タの両側にある2つの3.4	mm	P2
ペンタローブネジを外します。



手順	2	—	リバースクランプの使用方法

次の2つの手順では、デバイスの開口作業を簡単にするために開発されたツール、リバースク
ランプの使い方を紹介します。リバースクランプを使用しない場合は、この3つの手順をス
キップして別の方法をご覧ください。

リバースクランプの詳細な使用方法については、	こちらのガイドをご覧ください。

青いハンドルをヒンジ側に引くと、リバースクランプのアームを解除します。

iPhoneの左もしくは右側端に向けてアームをスライドします。

吸盤カップをiPhoneの下端付近に装着します。前面と背面に1つずつ取り付けます。

吸盤カップ両側をしっかりと締め合わせると、標的の場所にしっかりと装着させることがで
きます。

作業中のデバイス表面が滑りやすく、吸盤がうまく装着できない場合は、梱包用テープを表
面に貼ると、よりグリップ力を強めることができます。

https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%AA%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/152309
https://jp.ifixit.com/Guide/%E5%90%B8%E7%9B%A4%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84%E6%96%B9/159595


手順	3

青いハンドルを手前に引くと、アームがロックされます。

ハンドルを時計回りに360度回転させ、カップが両側をストレッチするまで回し続けます。

吸盤の位置が合っていることを確認してください。装着位置がずれ始めたら、吸盤を少し緩
めてアームを装着し直してください。

クランプで十分な隙間が作れたら、スクリーンのプラスチックベゼルの下にオープニング
ピックを挿入します。

クランプで十分な隙間が作れない場合は、クランプを1/4程度時計回りに回してください。

一回ごとの作業で1/4以上回さないでください。クランプをまわしたら1分間待ってくださ
い。リバースクランプの効果を待ってから、作業を続けてください。

次の3つの手順はスキップしてください。

https://guide-images.cdn.ifixit.com/igi/BSluctHhVVqhGtfj.full


手順	4	—	開口方法

リバースクランプを持っていない
場合は、吸盤ハンドルを準備し
て、次の3つの手順を参照しなが
ら作業を進めてください。

温めたiOpenerやドライヤーなど
で、iPhoneの下辺に1分程度、軽
い熱を充てます。

熱によってディスプレイを固定
している接着剤が柔らかくな
り、開口しやすくなります。

https://www.ifixit.com/products/anti-clamp
https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/25705


手順	5

6sのディスプレイを開口するには
ディスプレイ周囲の薄い接着タブ
を剥離しなければなりません。作
業前に接着タブの交換用接着タブ
を用意してください。接着タブを
交換しなくても修理は可能で、お
そらく機能性の違いを感じること
はありません。

吸盤カップをディスプレイアセン
ブリの左側下部の端に当てます。

ホームボタンの上に吸盤カップ
を取り付けないでください。

ディスプレイのひび割れ状態が
広範囲の場合は、透明の梱包
テープを表面に貼ってくださ
い。吸盤カップが取り付けやす
くなります。あるいは、吸盤
カップの代わりに強力なガム
テープを使用することもできま
す。全ての方法が上手くいかな
い場合は、吸盤カップに強力ボ
ンドを壊れたスクリーンに付け
て固めてください。

https://jp.ifixit.com/Guide/%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E8%A1%A8%E9%9D%A2%E3%81%AE%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%94%E3%83%B3%E3%82%B0/103486


手順	6

吸盤カップを均一の強さで持ち上げます。その際、フロントパネルとリアケースの間に小さ
な隙間を作ります。

時間をかけて丁寧に、均一の力加減で持ち上げます。このディスプレイアセンブリは他のデ
バイスに比べてしっかりと接着されています。

強く引っ張りすぎるとディスプレイアセンブリにダメージを与えてしまうことがあります。
ディスプレイアセンブリとリアケースの間に、小さな隙間を作るぐらの力加減で持ち上げま
す。

作業が上手く進まない場合は、iOpenerやヘアドライヤー、ヒートガンなどを使ってiPhone
の正面側を温めてください。熱くて触れない程度まで温めます。ディスプレイ端に沿って留
められた接着剤を柔らかくすることができます。



手順	7

ヘッドホンジャックのちょうど真上、ディスプレイの下に隙間ができます。この箇所がデバ
イス本体を開口する際に最も安全な場所です。

スパッジャーの平面側先端を、ヘッドホンジャック上部のスクリーンとリアケースの隙間に
差し込みます。

手順	8

フロントパネルアセンブリとデバイス本体の間に作った隙間を広げるためにスパッジャーを
ひねりながら動かします。



手順	9

ディスプレイアセンブリとリアケースの左側にスパッジャーの平面側先端を差し込みます。

接着面を切り込みながらクリップを外していき、スパッジャーをデバイス本体の左側からの
上部に向かってスライドします。

手順	10

スパッジャーを一度抜いて、最初にスパッジャーを差し込んだ位置、本体の下部端に再度差
し込みます。

次はスパッジャーをデバイス本体下部の右側に向かってスライドします。



手順	11

続けてスパッジャーを右サイドに沿ってスライドしながら圧着剤を切り込み、ディスプレイ
のクリップをiPhoneから外します。

手順	12

吸盤カップをディスプレイから持ち上げながら開き、残りの圧着剤部分を剥がします。

3本のケーブルが本体上部で繋がっているため、90度以上ディスプレイを開かないでくださ
い。開きすぎるとケーブルを切断してしまいます。



手順	13

吸盤カップのノブを緩めて、フロントパネルからカップを外します。

手順	14

ディスプレイアセンブリを丁寧に手で押さえてデバイス本体から持ち上げます。上部に留め
られたクリップを蝶番にして開いてください。

ディスプレイを約90度まで開き、この位置で固定したままにします。衝立を利用してくださ
い。

作業中、ディスプレイがしっかりと固定されるように、輪ゴムで留めてください。ディスプ
レイケーブルへの予期せぬ損傷を防ぎます。

急ぎの時は未開封の飲料用缶を利用して、ディスプレイを固定できます。



手順	15	—	バッテリーコネクタ

バッテリーコネクタ用ブラケット
を固定している次の長さのネジを
2本外します。
2.9	mmネジー1本

2.2	mmネジー1本

この修理作業の間、ネジをきち
んと管理してください。再組み
立ての際は、元あった場所に取
り付けます。間違った位置にネ
ジを取り付けると、iPhoneに
ダメージを与えてしまいます。
ご注意ください。

手順	16

iPhoneからバッテリーコネクタ用ブラケットを取り出します。

https://www.ifixit.com/products/magnetic-project-mat


手順	17

スパッジャーの先端を使って、ロジックボードからバッテリコネクターを上に持ち上げて外
します。

手順	18

作業中、アクシデントでバッテリーが接続しないよう、ロジックボードからバッテリーコネ
クターを引き離し、ソケットから完全に離れた位置で固定します。



手順	19	—	ディスプレイケーブルブラケットのネジを外す

ディスプレイケーブルブラケット
に留められた次のプラスネジを4
本外します。

1.2	mmネジー3本

2.8	mmネジー1本

手順	20

ディスプレイケーブルブラケットを取り出します。



手順	21

スパッジャーもしくは清潔な指先を使って、基板上ソケットから正面カメラのフレックス
ケーブルをまっすぐ引き上げて接続を外します。

手順	22

基板上ソケットからデジタイザーケーブルをまっすぐ上げて、接続を外します。

デジタイザケーブルを再接続する際は、コネクターの中央を押さないでください。コネク
ターの片一方を押し込んでから、反対側を押します。コネクターの中央を押すとコンポーネ
ントが曲がり、デジタイザーにダメージを与えてしまいます。



手順	23

この手順では、ケーブルの接続を外す前に、バッテリーの接続が外れているか必ず確認して
ください。

ディスプレイケーブルをロジックボードのソケットからまっすぐ引き上げて、接続を外しま
す。

手順	24

ディスプレイアセンブリを取り外
します。

再組み立ての間、ディスプレイ周
辺の圧着剤を交換したい場合はこ
こで一旦作業を止めてください。

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%B9%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E7%94%A8%E6%8E%A5%E7%9D%80%E5%89%A4%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/93983


手順	25	—	バッテリー

ピンセットを使って、バッテリー下側の端に留められた2本の接着タブの先端を取り出します
(剥がします)。
指先や先の丸いピンセットを使用してください。バッテリー付近での作業は十分にご注意く
ださい。リチウムイオンバッテリーを傷つけてしまうと危険な化学物質が排出されて、火災
の原因となることがあります。

オプションとして、ここでTaptic	Engineを取り出すこともできます。そうすることで、接着
タブへのアクセスがより簡単になります。

https://www.ifixit.com/products/tweezers
https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone+6s%E3%81%AETaptic+Engine%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/55513#s120445


手順	26

この作業中、接着タブを平らでシワのない状態に保ってください。シワが入ってしまったタ
ブは、絡まって破れてしまうことがあります。

iPhoneの下方に向けて、ゆっくりとバッテリーの接着タブをバッテリーから引っ張ります。
接着タブが切断するのを防ぐため、バッテリーや下方のコンポーネントに引っ掛けないよう
に注意してください。

接着タブがバッテリーとリアケースの間から出てくるまで、一定の力加減で引っ張ります。
接着タブを60度以下の角度で引っ張るのがベストです。

接着タブは本来の長さの何倍にも伸びます。必要に応じてバッテリー付近のタブに持ち替え
てください。



手順	27

2本目の接着タブも同様の手順で
取り出します。

2本目のタブを取り出す際は、
バッテリーに手を添えてくださ
い。ケースから外れた時にバッ
テリーが飛び出すことがありま
す。

2本の接着タブを取り外したら、
手順27までスキップしてくださ
い。

バッテリーの下で接着剤が切断し
て取り出せない場合は、高濃度
（90％以上）のイソプロピルア
ルコールを数滴、破れた接着剤の
部分の電池の縁の下に塗ります。

アルコール溶液が接着剤を弱める
ため、約1分待ちます。ツバキの
平らな部分を使って、バッテリー
をゆっくりと持ち上げます。

バッテリーを力づくで引き抜かな
いでください。必要に応じてイソ
プロピルアルコールを数滴注入し
て、接着剤を弱めます。バッテ
リーをこじ開けて変形させたり、
穴を開けたりしないでください。

ボリュームダウン(ー)ボタンと



ボリュームダウン(ー)ボタンと
バッテリー上端の間にスパッ
ジャーを差し込まないでくださ
い。この下に搭載されたボリュー
ムコントロールケーブルを傷つけ
る恐れがあります。ロジックボー
ド側からこじ開けないでくださ
い。デバイスにダメージを与えて
しまいます。

別の方法でバッテリーの接着スト
リップを外す場合は、次の手順に
進んでください。



手順	28	—	ケースからバッテリーの接着剤を剥がす方法

問題なく2本の接着タブを取り外
せたら、次の手順に進んでくださ
い。外せない場合はリアケースか
らバッテリーをこじ開けて外す必
要があります。

バッテリーがリアケースに付着し
たままの場合は、iOpenerを用意
するか、ヘアドライヤーでバッテ
リーの真後ろのリアケースを加熱
します。気持ちよく触れられる程
度の温度になります。

その後、プラスチックの開口ツー
ルを使って、バッテリーをゆっく
りと持ち上げます。

iPhoneを加熱しすぎると、バッ
テリーが発火する恐れがありま
す。

代用品として、デンタルフロスで
バッテリーをリアケースから切り
離すこともできます。もしくはデ
ンタルフロスの代わりに、12弦
セットの0.009E弦のような、ギ
ターの弦を使うと、より耐久性が
あります。

フロスや糸をバッテリー上端の角
の後ろに通し、両端を合わせて折
りたたんだ布で巻いて、均等に
引っ張ります。

https://jp.ifixit.com/Guide/iOpener%E3%81%AE%E4%BD%BF%E7%94%A8%E6%96%B9%E6%B3%95/11677


手順	29	—	バッテリーの取り出し

バッテリーを取り出します。

交換用バッテリーにプラスチック
製のスリーブが付いている場合
は、作業の前にスリーブをリボン
ケーブルから引き抜いてくださ
い。

デバイス内にアルコール溶液が
残っている場合は、新しいバッテ
リーをインストールする前にきち
んと拭き取るか、自然乾燥させて
ください。

交換用バッテリーを装着する前
に、バッテリーコネクタをロジッ
クボードのソケットに一時的に再
接続してください。バッテリーが
定位置に適切に配置されるか確認
します。

バッテリーを接着したら接続を外
して、デバイスの再組み立てを続
行します。

交換用のバッテリーにプレインス
トールされた接着剤が付いていな
い場合は、このガイドを参照して
接着ストリップを交換してくださ
い。

再組み立てが終わったら再起動を
行ってください。これは今後起こ
りうる問題を防ぎ、トラブル
シューティングを簡単にしてくれ
ます。

https://jp.ifixit.com/Guide/iPhone%E3%83%90%E3%83%83%E3%83%86%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%81%AE%E6%8E%A5%E7%9D%80%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%AE%E4%BA%A4%E6%8F%9B/56465
https://support.apple.com/ja-jp/guide/iphone/iph8903c3ee6/ios


デバイスを再組み立てする際は、これらのインストラクションを逆の順番に従って作業を進めて
ください。

不要になった電子廃棄物は	認証済みリサイクルセンターで処分してください。

バッテリーの最適化のために、この手順を完了後、新しく搭載したバッテリーの残量を調整して
ください。	100%まで充電したら、そのままプラグに繋いだまま、さらに2時間充電状態にしま
す。それから自動的にシャットダウンするまで放電させて、中断なく一気に100％まで充電して
ください。

修理が上手くいきませんか?	トラブルシュートのヘルプにはアンサーコミュニテイを参照してく
ださい。

file:///Wiki/E-Waste
https://www.ifixit.com/Answers/Device/iPhone%206s

